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臓器特異性が知られており ，臨床的意義を考えるうえで LD総活性に加えて LDアイソザイムの測定が重要となってい
る．今回ベックマン社製パラゴン LD試薬キットを用いて，電気泳動法による LDアイソザイムの基礎的検討を行った
結果， LDアイソザイムの測定条件は，泳動時間25分，脱色時間 2分，検体塗布量 4直が最適であると考えられた．本実
験に用いたパラゴン LD試薬による電気泳動法は， LDアイソザイム各分画の分離能も優れており ，同時再現性も良く ，
島津 PC9300デンシトメーターによる分画測定も良好な結果が得られた．従って本法はアイソザイム測定法として学生実
習にも導入し得る良法であるといえる．今回の実験において， LDアイソザイム測定に影響する要因を調べると， 1)溶
血により LD1lLD2)上昇を伴うことがわかった． 2)検体保存では， 室温保存 （約20℃)の場合 5日間までは総活性値およ
びLDアイソザイム分画の活性値か比較的安定していることがわかった． 3)検体を長期保存する場合は冷凍ー20℃保存
が安定しており ，さらに低温下の一80℃保存が最も望ましいと考えられた．また， 4) アイソザイムのM型サブユニット
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5種の形が存在する．電気泳動法では陽極側から LD1
(Hふ LD2(H闊 ），LD3(H試 ），LD4(H試 ），
LDs (M4)に分画される．心，腎，赤血球などは主と
























































に低活性検体では LD.,LD5のバン ドが見えにく く，











LD 緩衝溶液 (pH8. 2) : 2 —アミノ ー 2 メチル—1. 3
ープロパンジオール38mmol/£，アスパラギン酸23
mmol/ £, N , N—ビス（ 2- ヒドロキシエチル）グリシ
ン25mmol/£, 5,5ージエチルバルビツール酸ナトリウ
ム15mmol/£. 



















⑥ 加温後，ゲルを 5％酢酸溶液 Iに 2分間浸す．
⑦ ゲルの上に薄いろ紙と厚いろ紙を重ね，重石（約
3.8kg) で 3分間圧縮乾燥させる．























LDジ LD3>LD4 > LD孔こ順であ った．異常管理血清の
分画の大きさは LD4>LD戸 LD1> LD3 > LD5の順で
LD4が高値を示していた．
血清量が 1μ£や 2μ£の時は塗布量か少ないため電気










性は LD]で CV: 2 _ 1 %, LD2で CV:0,59%, LD戸‘












Hb: 0-4 g /diの濃度ではコン トロールと比較すると，
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温では 2, 4, 6, 8, 10, 12日保存の LD活性の変
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図 4 血清 LDアイソザイム分画の保存温度による影響
場合，遅く ても数日 以内に測定する必要があると考え
られる．それ以後特にサブユニ ットM型を多く含む LD





冷蔵 4℃保存では，正常血清は LD総活性が 4日目
以降から減少し， LD1から LD5の全ての分画において，
4日目以降活性の低下傾向が見られた （図 4-2，図 5
-2)．特に 2日保存と比較して 6日保存では LD1:11 
%, LD2 : 11 %, LD3: 24%, LD4 : 10%, LD5: 8 % 
門91．室温保存（正常）

































゜2 4 6 8 10日放置
図 5 血清 LDアイソザイム分画の保存温度による影薯（％表示）
それぞれ低下し，10日保存では，LD1: 29%, LD2: 16 
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